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平城京の発掘調査

本年度の発掘訪日査は19f!1二に上る。内訳は宮域内 9件、

京減内10件である。京内寺院域内の剖査が6f!1二と多いこ

とが特筆できる。このうち、 学術研究および史跡整備に

|拘わる発掬調査は 7件7136.5ぱ、住宅建設等による緊急

調査は12件部2ばである。

平城宮では、東院地区(第292次)において、 3fJI[が述

結したfl~造をもっ楼附建物を侃認 し、 第一次大極殿地区

第日JYJ正殿と類似した施設が存在することが明らかにな

った。当地区には「玉殿」、「楊梅宮」と して文献にあら

われる中枢施設の存在が推定されるが、 これらが近隣に

存在する可能性が高まった。

大極殿院の復l原に閑辿して、大極殿西半音15および西而

回廊(第295次)、回廊西m附(第296次)を調査した。
大極殿の規模、特に基壇に関する新たな知見を得、本

格的にはじまった第一次大極殿地区の復原に有益な情報

を提供できた。回廊部では大規模な木樋11古渠の存在が明

らかになり、宮殿内の排水のあり方について情報を得た。

馬寮東方官街(第298次)では、存在が予測されていた

長大な礎石建物の規模を確定した。コの字型の建物配置

をもっ大型建物群として「西池宮Jとして文献にあらわ

れる施設との関連を指摘する戸もある。

平減京域は、寺院の調査が中心である。

J!~稲寺では、平城選者111300年にあたる201O~F を目標に

伽藍復興の計画があり、本年度より寺域内の調査を継続

して実施することにしている。

中門の調査(第297次)では、規模や構造がr!J.Jらかにな

った。また、絵図にみられる塑像の礎石や、地銀を目的

とすると考えられる地怖を発抑した。記録から、幾度も

の焼亡、復興が知られるが、調査においても数度の改変



が確認でき、それを裳づけることとなった。

西隆寺(第299次)では、造営以前に有・在した一条条問

北小路、西二坊坊IIrJ西小路を調査した。また、古墳時代

と考えられる掘立柱建物を雌認した。

西大寺(第294次)、薬師寺(第293-8次)では、中|止の貴

重な資料を提供することとなった。

平城宮北方 (第293-3次)では、品ai込地:業が確認され、

宮北方の土地利用のありかたが伺える。

大釆院(第300次)では、絵図にあるjjJ.j悩まりへの入り

込み音11と扱定される池北岸部の級相を明らかにした。

なお、発掘調査の現地説明会を以下の通り笑施した。
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